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誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

　

山
都
町
に
は
、
隣
保
館
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の

目
的
や
活
動
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

隣
保
館
と
は

　

隣
保
館
は
、
被
差
別
部
落
及
び

そ
の
周
辺
地
域
の
住
民
に
対
し
て
、

生
活
上
の
各
種
相
談
事
業
を
は
じ

め
社
会
福
祉
等
に
関
す
る
総
合
的

な
事
業
及
び
国
民
的
課
題
と
し
て

の
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
活
動
を
行
い
、
も
っ

て
地
域
住
民
の
生
活
の
社
会
的
、

経
済
的
、
文
化
的
改
善
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
同
和
問
題
の
速
や

か
な
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
向
上
や
人
権
啓
発
の
た

め
の
、
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る

地
域
に
密
着
し
た
、
人
権
と
福
祉

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

隣
保
館
の
歴
史

　

日
本
の
隣
保
事
業
は
、
19
世
紀

後
半
イ
ギ
リ
ス
で
誕
生
し
た
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
、
明

治
後
期
に
ス
ラ
ム
地
区
対
策
と

し
て
民
間
の
社
会
事
業
家
に
よ
っ

て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
、
被
差
別
部
落

に
隣
保
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
米
騒
動

や
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
の
全
国

水
平
社
の
結
成
に
よ
っ
て
、
部
落
問

題
が
広
く
重
大
な
社
会
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
で
す
。

　

隣
保
館
の
歴
史
を
見
る
と
、
貧

困
問
題
や
社
会
的
、
地
域
的
課
題

に
そ
の
地
域
で
と
も
に
問
題
解
決

に
対
応
す
る
活
動
と
し
て
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
１
９
６
５
（
昭

和
44
）
年
の
同
和
対
策
審
議
会
答

申
後
は
同
和
問
題
解
決
に
向
け
た

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
本
格
的
設
置
が
提
起
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
の
隣
保
館
は
９
５
１

館
で
す
が
、
熊
本
県
に
は
19
館
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
都
町
立
隣
保
館
の
事
業
内
容

　

当
館
で
は
、
開
設
以
来
地
域
住

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　 〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市１５８

『第３回四季の爽風展』
出展者：五嶋カツエ、甲斐しず子、
　　　　藤本咲由紀

　期間：平成27年10月１日（木）～
10月31日（土）まで　

水彩、パステル、油彩など、３人でおのおの
約 10点ほどずつ展示します。

編 集 後 記
　カレンダーも 10 月に入り、「秋」真っ只中になりま
した。最近は朝晩が冷え込み始めましたので、みなさ
ん風邪にはくれぐれも注意してください。
　今月の広報やまとはものすごく大変でした。写真を
撮りすぎてしまいどれを使うか悩んで悩んでどうにか
発行までたどり着けま
した。
　全部の写真を載せる
ことができませんでし
たが、10 月号も最後ま
で読んでいただけると
うれしいです。（椎木）

山都町の人口
〔平成 27年９月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，８２９人

８，４１８人

１６，２４７人

６，６８０戸

（－　３）

（－　３）

（－　６）

（　２１）

※（　）は前月比

※最高齢は 106歳〔女性１人〕

※平成 27年９月の出生者数　  7 人

※平成 27年９月の死亡者数　18人

宮
谷
文
子
さ
ん
（
鶴
ケ
田
）
作

交
通
標
語

渡
辺 　

勝
子

畑
野 

フ
ミ
ヨ

岩
永 　

周
子

本
田 　

七
郎

岩
村 

ヨ
シ
子

赤
澤 

冨
美
子

小
野 　

紀
子

田
代 　

エ
ミ

今
村 　

芳
子

菊
池 　

幸
子

西
田 

え
い
子

菊
池 　

成
河

平
川　

 　

竜

渡
辺 　

辰
男

梶
原 　

公
希

勝
子

フ
ミ
ヨ

岩
永

周
子

田

七
郎

岩

ヨ
シ
子

赤
澤
冨
美
子

小

紀
子

田
代

エ
ミ

村

芳
子

幸
子

え
い
子

菊
池

成
河

川

竜
辰
男

公
希

標
識
は　

と
っ
て
も
大
事　

ま
も
ろ
う
ね

髙
本　

湧
斗
（
矢
部
高
校
１
年
）

守
り
た
い　

自
分
の
命
と
交
通
ル
ー
ル

佐
野　

眞
由
美
（
一
般
）

民
の
生
活
実
態
を
定
期
的
に
調
査

把
握
し
、
ま
た
生
活
環
境
や
福
祉
、

健
康
、
教
育
等
の
各
種
相
談
事
業
、

生
活
改
善
及
び
社
会
福
祉
等
の
事

業
を
通
じ
、
同
和
問
題
解
決
の
た

め
に
行
政
の
第
一
線
の
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

◇
相
談
事
業

　

開
設
当
初
よ
り
休
日
開
館
を
実

施
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
相
談

件
数
も
年
間
２
０
０
件
以
上
に

上
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
高
齢
化

に
伴
っ
て
、
生
活
上
の
相
談
や
健

康
面
に
つ
い
て
の
相
談
が
多
く
、

ま
た
深
刻
な
不
況
の
影
響
か
ら
か

就
労
の
相
談
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
、
館
の
み
で
は
対

応
で
き
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、

関
係
行
政
機
関
や
各
種
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
、
速
や
か
な
問
題

の
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

◇
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
事
業

　

当
時
、
劣
悪
な
生
活
環
境
の
も

と
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

住
民
の
健
康
上
の
課
題
は
、
生
活

実
態
調
査
等
に
よ
り
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
隣
保
館
と
し
て

も
、
役
場
や
教
育
委
員
会
と
の
連

携
を
は
か
り
、
健
康
相
談
や
健
康

教
室
、
料
理
教
室
等
を
実
施
し
な

が
ら
生
活
改
善
向
上
を
め
ざ
し
て

き
ま
し
た
。

◇
広
報
・
啓
発
活
動

　

毎
月
１
回
と
随
時
お
知
ら
せ
版

と
し
て
、
館
だ
よ
り
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
広
報
誌
の
１

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
「
人
権
シ
リ
ー

ズ
」
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
の
記
事
は
、
広
報
人

権
委
員
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
隣
保
館
と

生
涯
学
習
課
、
企
画
政
策
課
及
び

総
務
課
の
各
関
係
係
員
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

隣
保
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
団

体
に
も
、
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

や
自
主
的
な
学
習
会
の
開
催
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

◇
児
童
館
の
活
動

　

隣
保
館
は
、
児
童
館
を
併
設
し

て
い
ま
す
、
児
童
館
は
、「
子
ど
も

の
解
放
の
拠
点
」
と
し
て
、
差
別

を
見
抜
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
明

る
く
た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
人
権
を
守
る
こ
と
で
、
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
人
権
の

尊
さ
を
伝
え
、
お
か
し
い
こ
と
は

お
か
し
い
と
言
え
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

隣
保
館
は
、
相
談
事
業
や
保
健
・

福
祉
、
隣
保
館
だ
よ
り
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
町
広
報
誌
へ
の
継
続
的

な
掲
載
、
行
政
職
員
や
教
職
員
、

各
種
団
体
等
の
現
地
研
修
等
、
教

育
や
啓
発
活
動
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
通
じ
、
同
和
問
題
の
解
決

に
向
け
た
第
一
線
の
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
の
結
果
が
、
地
区
住
民
の
生

活
改
善
や
住
民
全
体
の
人
権
意
識

の
向
上
等
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
地
区
住
民
の
生
活
実

態
や
、
住
民
の
部
落
差
別
意
識
の

解
消
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
不

安
定
就
労
等
の
実
態
や
、
差
別
事

件
・
事
象
が
ま
だ
後
を
断
っ
て
い

な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
よ
う
に
、

ま
だ
ま
だ
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

生
活
実
態
改
善
事
業
や
相
談
事

業
等
の
基
本
的
な
隣
保
館
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
区
内
外

の
住
民
相
互
間
の
交
流
や
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
保
館
を

利
用
す
る
住
民
が
差
別
解
消
へ
の

主
体
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
今
後
さ
ら
に
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
に
、
工

夫
を
加
え
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
究
極
の
目
的
で
あ
る
同
和
問

題
の
速
や
か
な
解
決
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

隣
保
館
が
、
周
辺
地
域
を
含
め

た
地
域
社
会
全
体
の
中
で
、「
福
祉

と
人
権
の
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
信
頼
さ
れ
る
館
と
な
れ
る

よ
う
に
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
地

域
社
会
に
密
着
し
た
総
合
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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